
横浜市建築局

平成７年度に発生した阪神・淡路大震災では、家屋や

家具の倒壊により多くの命が失われ、都市型震災被害の

悲惨さをまざまざと見せつけました。

私たちが住む横浜で大地震が起こる前に、自分ででき

る取組みを進めましょう。



阪神・淡路大震災では、

6,434人の方が亡くなり、

そのうち９割近くが

家屋・家具等の倒壊により

犠牲となりました。
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【地震の起こる確率】

私たちの住む横浜も、東海地震や南海
地震と同様に、震災が発生する確率が
高いといわれています。

出典：地震調査研究推進本部
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大震災では、住宅が命を奪う

凶器となりえることを覚えておいてください。

震災前夜、私は家族と三陸遥か沖地震（1994年12月）の

余震被害の報道を見ながら「神戸は地震がなくていいな」

と話をしていました。しかし、その翌朝、阪神・淡路大震災が

おきました。激しい揺れに私は立つことが出来ずにしゃがみ

込み、我が家は轟音を立てて崩れました。幸いにして、崩れ

た家の天井は私の頭上で止まり、自力で脱出できました。

私の住んでいた神戸市東灘区では1,471人の方が亡くな

られましたが、そのほとんどが倒壊した家屋もしくは家具の下

敷きになってしまったのです。

地震に備えるためには、食料や水も大切ですが、やはり命

があってこそ。大きなケガなく命を守るためには、まず震災で

倒壊しない丈夫な住まいづくりが大切です。
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①耐震診断

③耐震改修工事

②耐震設計

地震に強い家
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木造住宅

マンションやビル等
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木造住宅

マンション

①筋交い ③基礎②金具

①壁の補強
鉄骨ブレース（補強材）を取り付ける

②柱の補強
炭素繊維を柱に巻きつけ補強する

写真出典（財）日本建築防災協会「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震補強事例集」 写真出典（財）日本建築防災協会「マンション耐震化マニュアル」
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兵庫県明石市で実際に使用されていた２棟の木造住宅
（昭和49年建築、実験当時築31年）を振動実験台に
移築し、阪神・淡路大震災と同等の揺れを与えました。
２棟のうち１棟（右側）は耐震改修を実施しています。



①耐震診断（無料）

パンフレットの往復はがき・横浜市ホームページ申込

パンフレットの往復はがき・横浜市ホームページ申込

補助限度額

②訪問相談（無料）

③耐震改修工事費用の補助

対象

補助にはその他諸条件があります。
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●２階建以下の在来軸組構法の木造住宅

●所有者が居住する個人住宅

●昭和56年５月末日以前に建築確認を得て着工した住宅

横浜市が認定した耐震診断士を派遣し、耐震診断を実施します。

①の耐震診断を実施した後に、相談員が補助制度や耐震診断の

結果・改修の方法等について説明します。

上部構造評点1.0以上となる耐震改修工事に対し、費用を補助

します。

その他、木造住宅等の除却費の補助を行う制度もございます。



①耐震診断

②耐震改修設計

③耐震改修工事

対象
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補助率

補助にはその他諸条件があります。

●昭和56年５月末日以前に建築確認を得て着工されたマンション

●区分所有されたマンションであり、かつ、以下のいずれかに該当する

マンション

・住戸数の半分以上に区分所有者本人が居住しているマンション

・階数が３以上で、かつ、延べ面積が1,000㎡以上のマンション

●店舗等が併設されている場合は、延べ面積の過半が共同住宅であるマンション

「耐震改修の必要性あり」と診断されたマンションの耐震改修設計に要

する費用を補助します。

「耐震改修の必要性あり」と診断されたマンションの耐震改修工事に要

する費用を補助します。

耐震診断に要する費用を補助します。

補助率

補助率


